
禅

茶

の

思

想

池

田

豊

人

村
田
珠
光
に
よ

っ
て
創
唱
さ
れ
た
佗
茶
道
は
、
武
野
紹
鴎

に
継
承
さ

れ
、
千
利
休
に
よ

っ
て
大
成
さ
れ
た
、
香
り
高
い
日
本
文
化
で
あ
る
。

『
南
方
録
』
第

一
巻

の
覚
書
に

「
宗
易
の
云
、
小
座
敷

の
茶

の
湯

は
、
第

一
仏
法
を
以

っ
て
修
行
得
道
す
る
事
也
。
家
居

の
結
構
、
食
事

の
珍
味
を
楽
と
す
る
は
俗
世

の
事
也
。
家
は
も
ら
ぬ
ほ
ど
、
食
事
は
飢

ぬ
ほ
ど

に
て
た
る
事
也
。
是
佛
の
教
、
茶
の
湯
の
本

意

也
。
水

を

運

び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
て
、
仏
に
そ
な

へ
壬
人
に

も
ほ
ど

こ
し
、
吾
も
の
む
壬
花
を
た
て
香
を
た
く
、
み
な
み
な
仏
祖

の

行
い
の
あ
と
を
学
ぶ
也
。
」
と
、
利
休
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る

通

り
、

佗
茶
道

の
根
本
は
、
禅
的
宗
教
的
な
内
容
が
主
体
と
な
っ
て
壬
奥
ゆ
か

し
い
真
人

(
し
ん
に
ん
)
を
形
成
し
、
幽
玄
な
文
化
を
創
造
し

て
ゆ

く

も
の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

そ
こ
に
一
貫
し
壬
徹
底
し
て
い
る
思
想
は
壬
禅
茶

の
思
想
で
あ
り
、

真
茶
の
哲
学
で
あ
る
。
禅
茶
は
真
茶
の
道
な
の
で
あ

っ
て
、
茶
の
湯

の

在
り
よ
う
を
示
し
、
方
向
を
指
示
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

千
利
休
は
南
坊
宗
啓
を
相
手
に
、
当
時
の
茶

の
湯
界

の
有

様

を
語

り
、
「
只
今
さ
え
思
の
外
な
る
ふ
る
ま
い
多
し
、
ま
し
て
や
末
代

の
茶
思

い
や
ら
れ
て
是
非
に
及
ば
ず
。
百
年
の
後
壬
ふ
た
た
び
生
れ
て
、
世
間

の
茶
成
は
て
た
る
あ
り
さ
ま
見
た
き
こ
と
な
り
。
云
云
」
。
又
壬
「十
年

を
過
ぎ
ず
、
茶
の
本
道
捨
る
べ
し
。
す
た
る
時

、
世
間
に
て
は
却
而
茶

の
湯
繁
昌
と
思
べ
き
也
。
こ
と
ご
と
く
俗
世

の
遊
事
に
成
り
て
あ
さ
ま

し
き
成
は
て
、・
今
見
る
が
ご
と
し
、
か
な
し
き

か
な
」
と

の

べ

て

い

る
。
(『南
方
録
』
滅
後
)

利
休
在
世
当
時
、
茶

の
湯
は
大
い
に
繁
昌
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

が
、
元
禄
時
代
か
ら
壬
文
化
壬
文
政
の
頃
に
か
け
て
も
、
茶
の
湯
人
口

の
激
増
期

で
あ
り
壬
烈
し
く
大
衆
化
の
行
わ
れ

た
時
代
で
あ

っ
た
。
利

休
の
滅
後
、
二
百
年
前
後

の
こ
と
で
あ
る
。

『南
方
録
』
は
、
立
花
実
山
に
よ

っ
て
世
に
出
た
が
、
『
実

山

本
』

の
後
二
巻

の
書
写
は
元
禄
三
年

(
一
六
九
〇
)
で
あ
り
、
利
休

居

士

百

年
忌
祥
当

の
年
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
実
山
は
大
い
に
感
じ
入

っ
た
旨

を
記
し
て
い
る
。

文
化
年
間
と
い
え
ば
、
利
休

の
滅
後
二
百
年
頃
で
あ
り
壬
元
禄
十
二

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號
 
平
成
元
年
三
月

 

二
四
七

-759-



禅
茶
の
思
想

(池

田
)
 

二
四
八

年

に

貝
原

益

軒

が

著

し

た

『
茶

礼

口
訣
』

を

は

じ

め
と

し

て
壬

「
茶

道

を
誹

斥

し

た

る
書

あ

ま

た
世

に
出

で
…
…
」
(

『
禅
茶
録
』
)
る
有

様

で
あ

っ
た
。

そ

の
よ

う

な
時

代

に
、
佗

茶

道

の
真

意

を
明

白

に

す

べ

く

『
禅

茶

録

』

が
著

さ

れ

、
利

休

居

士

に

よ

っ
て
大

成

さ

れ

た
佗

び

の

茶

の

湯

は
、

「
禅

法

の
真

味

と

他

事

な

き

」

も

の

で
あ

る

こ

と
を

主

張

し

た

の

で
あ

る
。

『
禅

茶

録

』

は
、

「
茶
事

は
禅

道

を
宗

と
す

る
事

」
、
「
茶

事

修

行

の

事

」
、

「
茶

の
意

の
事

」
、
「
禅

茶

器

の
事

」
、
「
佗

の
事

」
、

「
茶

事

変

化

の

事

」
、

「
数

寄

の
事

」
、
「
露

地

の
事

」
、
「
体

用

の
事

」
、

「
無

賓

主

の
茶

の

事

」
壬

の
十

章

に
わ

け

て
、

随

処

に

そ

の
思

想

を

敷

術

し

て

い

る
。

そ

の
い

ち

い
ち

に

つ

い
て
論

じ

る

余

白

は
な

い

の

で

、

こ

こ

で

は

「
露

地

」

の
章

に

つ

い
て
述

べ

る

こ
と

に
す

る

。

「
露

地

の
事

」

 
(
本

文
)

今

の
世
俗
壬
庭
を
指

し
て
内
露

地

・
外
露

地
と
称
す
れ
ど
、
義
理
に
於

い

て
甚
だ
相
違
せ
り
。
本
と
露
地
と

は
、
露

は
あ
ら
わ
る
と
訓
じ
壬
地

は
心
を

云
え
り
壬
此
れ
自

性
を
露
わ
す

の
義
也
。

一
切

の
煩
悩
を
離
断
し
て
、
真
如

実
相

の
本
性
を
露
わ
す
故

に
、
露
地
と

い
う
。

又
、
白
露
地
と
云
も
同
じ
。

白

は
清
浄

な
る
を
云
え
り
。
此

の
儀
を
取
来

っ
て
、
茶
室

は
本
性
を
露
わ
す

道
場
ぞ
と

云
う
意

に
て
、
露

地
と

は
名
づ
け
た
る
な
り
。
故

に
露
地
は
、
茶

室

の

一
名
な

り
。

又
壬
不
毛

の
赤

地

の
広
莫

に
し
て
潔

浄
な
る
を
も

、
露

地

と
号
す
。
是
れ
亦
、
本

性
に
況

へ
た
る
な
り
。
法
華

の
注
に
、
四
衙
道
中

は

四
諦

に
讐
ふ
る
也
。
其

の
四
諦
観
を
以

っ
て
、
同

じ
く
見
諦
を
会
し
、
夫

の

路

頭

の
如

く
四
衙
と
名
く

る
所
以
也
。
若
し
見
惑

を
除
く
と
難
、
思
惟
傍
お

在

れ
ば

、
則
ち
露

地
と
名
づ
け
ざ

る
也
。
若

し
三
界

の
思

い
尽
く
れ
ぽ
、
方

に
露
地
と
名
つ
く

る

の
み
、
云
云
。

又
、
道

場
と
云
え
る
も
、
露
地
と
同
義
也
。
止
観

に
壬
道
場

は
即
ち
清
浄

の

境

界
也
。
五
住

の
糖

を
治

め
て
実
相

の
米
を
顕
わ
す
壬

云
云
。
是

の
如
く
三

界

の
思
い
尽
く

る
を
方

に
露
地
と
名
つ
く
と
出
た

り
。
故

に
五
住

の
煩
悩

の

糖

を
治
め
、
実
相
清
浄
な

る
本
性

の
米
を
顕
わ
す
と

云
う
意

に
て
、
露
地
と

云
ひ
壬
道

場
と

云
う
も
、
異
な
る

こ
と
な
し
。
又
壬
茶
室
を
別
世
界
な
ど
云

う
、
是

れ
も
自

心
と
比
し
た
り
。
語

に
、
世
界

は
世
界

に
非
ず
、
是
れ
を
世

界

と
云
う
。

「応
無
所
住
而
生
其
心
」
(
お
う
む
し

ょ
じ

ゅ
う

に
し

ょ
う
こ
し

ん
)

な
る
べ
し
。

(※
 
少

し
だ
け
読
み
易
く
し
た
。
糖

は
糠

の
誤

字
。
尚
壬
「
止

観

」
と

は

『
摩
詞
止
観
』

の
こ
と
。
「
五
住
」
と

は

「
五
住
地
煩
悩
」

の
こ
と

。

「語

」
と

は

『
金
剛
経
』
を
指
し
て

い
る

。
)

「露

地

の
事

」
 

(
音
勘

訳
)

現
今

の
世
間

で
は
、
庭

の
こ
と
を
指
し
て
内
露
地

・
外
露
地
と
云
う
け
れ

ど
も
、
意
味

を
大
き
く
取
違
え
て

い
る
。
本
来
壬
露
地
と

は
、
露

は
あ
ら
わ

る
と
訓
み
、
地
と

は
本
地
す
な
わ
ち
心

の
こ
と
を

云
う

の

で

あ

る
。
こ

れ

は
、
本
来

の
自
己

の
本
性
を
露
わ
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

一
切

の
煩

悩
を

離

れ
て
、
真
如
実
相

の
本
性
を
露
わ
す

こ
と
を

「
露
地
」

と
云

う

の

で

あ

る
。
又
、
白
露
地

(
び

ゃ
く
ろ
じ
)
と

云
う

の
も
同
じ
こ
と

で
あ
る
。
白

は

清
浄
な
る

こ
と
を
云
う

の
で
あ

る
。

こ
の
意
味

か
ら
壬
「露
地
」
と
名

づ

け

-760-



た

の
で
あ

る
。
だ

か
ら
壬
露
地
と

は
茶
室

の
別
名
な
の
で
あ
る
。
又
、
不
毛

の
赤
地
の
広
莫

に
し
て
潔

浄
な
る

こ
と
も
、
露

地
と

よ
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
亦
、
本
来

の
自
性

に
た
と

え
た

の
で
あ
る
。

『
法
華
経
』

の
注

に
、
四
衝
道
中
と

は
四
諦
を
警

え
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ

の
四
諦
観
を
も

っ
て
、
同
じ
く
見
惑
を
会
得
す
れ
ば

壬
か
の
街
頭

の
よ
う

に

四
衝
と
名
づ
け
る
わ
け
で
あ
る
。
も
し
、
見
惑

を
除
く
と

い
え
ど
も
、
な
お

思
惑
が
あ
る

の
な
ら
、
そ
れ
は
露
地
と
は
よ
ば

な
い
の
で
あ
る
。
も
し
、

三

界

(
欲
界
、
色
界
壬
不
色
界
)

に
わ
た
る
思
い
が

全
く
な
く
な
れ
ば
、
そ

こ

を
露
地
と

い
う

の
で
あ
る
云
云
。

道

場
と

い
う

の
も
壬
露
地
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
『
摩
詞

止

観
』

に
、
道
場

は
即
ち
清
浄

の
境
界
で
あ
る
。
五
住
地
煩
悩

の
糠
を
お
さ
め
て
、
実
相

の
米

を
顕
わ
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。
云
云
と
、
あ
る
よ
う
に
壬
三
界

に
わ
た
る
思

い

が
な
く
な

っ
た
と
こ
ろ
を

「露

地
」
と
名
づ
け
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
従

っ

て
、

五
住
地
煩

悩

の
糠
を
お
さ
め
て
、
実
相
清
浄
な
る
本
性

の
米
を
顕
わ
す

と

い
う
意
味

で
あ

っ
て
、
「露

地
」

と
云

い
、
「
道
場
」
と

い
う

の
も
同

じ
こ

と

で
あ
る
。

又
、
茶
室
を
別
世
界

な
ど
と

云
う

の
も
壬
自
分

の
本

心
に
た
と

え
て
云
う

の

で
あ

る
。

『
金
剛
経
』
に
、
「如
来

の
説
き
給

う
所

の
三
千
大
千
世
界

は
即

ち
世

界

に

非
ず
、
是
れ
を
世
界
と
名
つ
く
」

と
説
か
れ
て
お
り
壬
又
、
「声
、
香
、
味

、

触
、
法
に
住

し
て
心

を
生
ず

べ
か
ら
ず

、
応
に
住
す
る
所
無
う

し
て
、

而
も

其

の
心
を
生
ず

べ
し
」
と
あ

る
通
り
で
あ
る
。

『
壷

中
櫨

談

』
 
(
松
月
庵
橘
実

山
著
)

に

は
、

「
露

地
」

に

つ
い

て

次

の

よ
う

な
記

述

が

あ

る
。

「
露
地

は
草

庵
寂
莫

の
境
を
す
べ
た
る
名
な

り
。
法

華
讐
喩
品

に
長
者
諸
子

す

で

に
三
界

の
火
宅

を
出
て
、
露
地

に
居

る
と
見

え
た
り
。
又
露
地

の
白
牛

、

(
び

ゃ
く
ご
)
と

い
う
。
白
露
地

(
び

ゃ
く

ろ
じ
)
と
も

い
え
り
。
世
間

の

塵

労
垢
染
を
離

れ
壬

一
心
清
浄

の
無

一
物
底
を
、
強

い
て
名
づ
け
て
白
露
地

と

い
う
。
し
か
れ
ば
、
本
来

の
心
地

に
し

て
、
其

心
地
の
外
相

は
、
樹
石
天

然

の

一
庭
な
り
。

一
鳥
不
レ
哺
、
雲
埋
二
老
樹

一ご
と
き

の
佳
境
な
り
。
云
云
。

又

、

『
南

方

録
』

秘

伝

に

は
、
茶

の
湯

の
核

心

の
境

界

を

、

懇

切

に

し

か
も

高

い
理

念

に
基

い
て

、
格

調

高

く

堂

々
と

展

開

し

て

い
る
。

「
山
水
、
草
木
、
草

庵
、
諸
具
、
賓
客
、
庵

主
、

歴
然
と

し
て
前

に
あ
り
、

後

(
し
り

へ
)
に
あ
り
、
其

の
規
矩
、
法
式
、
物

々
、
事

々
に
、
そ
な
わ
る

こ
と
勿
論
な
り
。
其

の
置
方
、
井

に
手
前

の
取

さ
ぼ

き
、
師
伝

万

般

に

し

て
、

の
が
る

る
に
所
な
し
と

い
え
ど
も
、

只
根
本

の
規
矩
、
陰
陽

の
五
六
、

小

ヵ
ネ
の
七

ッ
、

一
尺
四
寸
、

一
尺

八
寸

五
分
壬
と
云
う

一
句

に
在

っ
て
、

千
変
万
化
壬
自
由
自
在
な
り
。

五
十
、

六
十

の
か
ざ
り
、
所
作
、

は
只
是

葉

の
至
り
な
り
、
本
規
に
至
る
べ
き
と

の
階
子
な
り
。
又
、
大

秘

事

と

云

は
壬

か
の
山
水
、
草
木
、
草
庵
、
主
客
、
諸

具
、
法
則
、
規

矩
、

と

も

に

只

一
箇

に
打
榔
し
去

っ
て
壬

一
物

の
念

な
く

壬
無
事
安
心

一
様

の
白
露
地
、

こ
れ
を
、
利
休
宗
易
大
居
士
、
的
伝

の
大
道
と
知
る

べ
し
」

佗

び

の
茶
道

の
究

極

は
、

こ

こ

に
尽

き

る
と

云

っ
て
も

過
言

で

は
な

い
。

た

だ

、
文

言

を
あ

や

つ
る

だ

け

で
、

そ

の
真

意

を

会
得

し

て

い
な

い
と

こ

ろ

に
問

題
が

あ

る

の

で
あ

る

。

利

休

在

世

当

時

に
、

す

で

に
そ

う

で

あ

っ
た

の
だ

か
ら

、

百
年

後

、

二

百
年

後

と

警

鐘

を

鳴

ら

し

て

も

禅
茶
の
思
想

(池

田
)
 

二
四
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二
五
〇

無
駄
な

の
か
も
知
れ
な
い
。
家
元
ご
用
人
が

「
露
地
は
路
地
で
あ
る
」

と
し
て
、
路
地
を
露
地
に
し
た
利
休
居
士
の
真
意
を
会
得
し
よ
う
と
し

な
い
風
潮
さ
え
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「無

事
安
心

一
様

の
白
露
地
」
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
利
休
居
士
の

佗
び
の
茶
の
湯
は
会
得

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

「無
事
」
(ぶ
じ
)
と
は
無
事
是
貴
人
底

の
無
事
で
あ
る
。
こ
の
世
間

に
事
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
た
だ
壬
身
の
上
に
い
か
な

る
事
が
起

っ
て
も
壬
す
べ
て
を
肯
定
し
て
受
け
と
め
、
積
極
的
に
相
い

対
す
る
主
体
的
自
己
に

「
事
は
無
い
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
物
が
光
り
輝
い
て
自
分
を
包
ん
で
く
れ
る

「真
人
」
こ
そ

「無
事
是

貴
人
」

で
あ
る
。

「
白
露
地
」
に
対
し
て
は

「自
牛
」
(び
ゃ
く
ご
)
の
語

が

あ

り
壬

「
露
地

の
白
牛
」
と
い
う
用
語
も
あ
る
。
コ
露
地
」
に

「
白

牛
」
が

居

る
わ
け

で
あ
る
が
壬
「自
露
地
」
は
仏
の
浄
土
で
あ
り
壬
「白
牛
」
は
仏

そ
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
二
つ
で
あ

っ
て

一
つ
で
あ
る
。
そ

の
二
つ
を

「
只

一
箇

に
打
榔
し
去

っ
て
壬

一
物

の
念

の
な

い
」
と

こ

ろ
。
そ

こ
が

「無
事
安
心

一
様

の
白
露
地
」
な
の
で
あ
る
。

茶
の
湯

の
場
に
は
、
「
山
水
、
草
木
、
草
庵
、
諸
具
、
賓
客
、
庵
主
」

が
、
歴
然

と
し
て
前
に
あ
り
壬
後
に
あ
り
壬
そ
こ
に
は
厳
然
と
し
た
規

矩
も
ま
た
あ
る
。
「
其
の
置
方
、
井
に
手
前

の
取
さ

ぼ

き
、
師
伝
万
般

に
し
て
、
の
が
る
る
に
所
な
し
と
い
え
ど
も
、
只
根
本
の
規
矩
壬
陰
陽

の
五
六
、
小
カ
ネ
の
七
ッ
、

一
尺
四
寸
、

一
尺
八
寸
五
分
、
云

一
句
に

在
て
、
千
変
万
化
、
自
由
自
在
な
り
壬
五
十
壬
六
十
の
か
ざ
り
、
所
作

は
只
枝
葉
の
至
な
り
。
本
規
に
至
る
べ
き
と
の
階
子
な
り
」
と
あ
る
。

そ
の
階
子
を
経
て
、
「白
露
地
」
が
つ
く
り
出

さ
れ
、
「白
牛
」
が
そ
こ

に
居
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
が

「
無
事
安
心

一
様

の
白
露
地
」
な
の
で
あ

る
が
、
「白
露
地
」
と

「
白
牛
」
が

「
一
様
」

な
の
で
あ

る
。
一
一
つ
が

全
く

一
つ
に
な

っ
て
そ
こ
に
あ
る
の
だ
か
ら
壬
ま

さ

に

「無
事
」
「安

心
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「露
地
」
を
理
解

し
、
体
得
さ
れ
る
べ
き

も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
佗
茶

の
湯
の
中
に
こ
め
ら
れ
た

「
禅

法
」
で
あ

る

が
壬

『禅
茶
録
』
は
、
佗
び
の
茶

の
湯
は
壬
「
禅
法

の
真
味
と
他
事

な

き
」

も
の
で
あ
り
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強
調

し
て
や
ま
な
い
の
で
あ

る
。た
だ
、
こ
の

「無
事
安
心

一
様
の
白
露
地
」
を
体
得
す
る
こ
と
は
、

単
な
る
知
識
や
観
念
な
ど
で
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
山
火
、
草
木
、

草
庵
、
主
客
、
諸
具
壬
法
則
、
規
矩
を
修
錬
し
た
尽
く
し
て
、
百
尺
竿

頭
よ
り

一
歩
を
進
め
て
壬
身
心
脱
落
す
る
よ
り
他
は
な
い
の
で
あ
る
。

教
え
る
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ぽ
、
伝
え
る
こ
と
も
出
来
な
い
も
の
で
あ

る
。
「
一
子
相
伝
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
究
極
の
と

こ
ろ

は
何
も
教
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
本
人
の
努
力
に
よ

っ
て
触
発
さ
れ
て
会
得

し

た

も

の

が
、
本
当
の

子
相
伝
」
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
教
え
ら
れ
、
伝
え
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
忘
れ
る
こ
と
も
な
い
究
極
で
あ
ろ
う
。
こ
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れ
ら
の
こ
と
は
壬
あ
ら
ゆ
る
芸
道
に
も
通

る
哲
理
で
あ
る
こ
と
は
間

違

い
は
な
い
。

『法
華

経
』
で
は
、
「白
露
地
」
は
火
宅
か
ら
脱
し
た
世
界
と

し

て

い
る
。
火
宅
が
白
露
地

に
転
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
当

の
宗
教

の

「安
心
」
(あ
ん
じ
ん
)
な
の
で
あ
る
。
利
休
居
士
的
伝
の
大
道
は
、
ま

さ
に
こ

の

「安
心
」
な
の
で
あ
る
。

宗
教
者

は
そ
の
求
道
に
お
い
て
、
茶
の
湯
者
は
そ
の
お
点
前

に
お
い

て
、
こ
の
「
安
心
」
に
至
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
黙
々
と
徹
底
す
る

こ
と
よ
り
他
に
方
法
は
な
い
。
掃
除
に
徹
す
る
こ
と
に
於
い
て
も

「
無

事
安
心

一
様
の
白
露
地
」
は
必
ら
ず
体
得
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

谷
川
徹

三
氏
は

『
茶
の
美
学
』
に
於
い
て
、
修
行
的
な
も
の
が
壬
儀

礼
的
な
も

の
と
矛
盾
す
る
面
と
壬
そ
の
逆
の
場
合
を
考
察
し
、
修
行
的

な
も
の
と
儀
礼
的
な
も
の
は
互
い
に
求
め
あ

っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て

お
ら
れ

る
。

深
い
洞
察
か
ら
壬
茶

の
湯
の
現
状
を
思
い
壬
向
上
を
求
め
て
お
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
。
と
か
く
、
修
行
的
壬
理
念
的
な
も
の
は
、
儀
礼
的
な

も
の
と
反
発
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『禅
茶
録
』
も
修

行

的
、

理
念
的
な
も
の
と
し
て
、
儀
礼
的
な
方
か
ら
は
無
視
さ
れ
て
来
た
と
云

っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

「露
地
」
の

一
章
は
、
『禅
茶
録
』

の
中
核
で
あ
り
壬
茶

の
湯

の
根

本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
壬
禅
茶
の
思
想
、
真
茶

の
哲
学
そ
の
も
の

な
の
で
あ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
佗
茶
道
、
日
本
文
化
、
禅
 

(
寺
院
住
職
)

禅
茶
の
思
想

(池
 
田
)
 

二
五
一
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